
  
 

図 1 ロボットの構成 図 2 ホットスポット探査の実験 図 3 提案法によるホットスポットの検出 
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１．はじめに 

PV モジュールは，長期にわたって屋外で暴露さ

れるため，様々な問題が発生する。特に飛来物・

風圧を原因とした PV セルの特性劣化や破損など

の問題[1]は重要な課題である。先行研究では，故

障した PV セルを探査するロボット[2]やセンサ[3]を
用いた探査法が提案されている。 
本研究では，PV モジュールの故障例として，ホ

ットスポットに着目し，従来の探査法よりも安価・小

型な赤外線温度センサアレイを活用した平均値比

較法を提案する。そして，同センサアレイと信号処

理装置を搭載した故障箇所探査ロボットの有効性

を述べる。ここでは，紙面の都合上，ホットスポット

の検出結果について示す。 
 
２．故障箇所探査ロボットの提案 

提案する故障箇所探査ロボットのコンセプトは

「①小型で扱いやすい」「②安価である」「③配電路

への追加作業を必要としない」とする。図1にロボッ

トの構成を示す。構成要素は，赤外線温度センサ

アレイ：ホットスポット検出用，三軸加速度センサ：

姿勢制御用，超音波センサ：端部検出用，マイコン

ボード：制御用である。本ロボットは，PV モジュー

ル上を走行することでホットスポットを探査する。 
 

３．ホットスポット探査の手順 
赤外線温度センサアレイを用いて，ホットスポット

探査が可能か検証する。図 2 に検証方法を示す。

ホットスポット現象を擬似的に作り出すため，PV モ

ジュール裏面の一箇所へ発熱体を貼り付け，擬似

的にホットスポット現象を発生させる。次に，赤外線

温度センサを用いて，各 PV セルの温度を測定す

る。ホットスポット探査を擬似的に再現するため，一

列に配置した赤外線温度センサを PV モジュール

のX軸方向へ移動させる。ホットスポットの検出は，

センサアレイで検出された平均温度と各センサの

検出温度を比較して，基準温度幅より逸脱したセ

ンサがあれば，ホットスポットと判断する。 
 
４．ホットスポット探査の検証結果 
図 3 に赤外線温度センサアレイに対する各 PV

セルの温度変化を示す。図 3より，センサ①③④の 
PV セル温度は，約 25℃一定であった。しかし，セ

ンサ②は，5 番目の PV セルで温度上昇が確認で

きた。すなわち，センサ②は他のセンサより温度が

逸脱しているため，ホットスポットと判断できる。 
 
５．まとめ 

本研究では，ホットスポットの探査を行う，赤外線

温度センサアレイを活用した平均温度比較法を搭

載した故障箇所探査ロボットを提案した。また，擬

似的なホットスポットを作り出し，提案法でホットスポ

ットが検出できるか実験を行った。その結果，赤外

線温度センサアレイを用いた提案法で検出が可能

であることがわかった。 
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